
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
ら
の
人
体
解
剖
か
ら
四
十
八
年
後
の
文
政

二
年
（
一
八
一
九
）
三
月
八
日
、
中
津
藩
の
村
上
玄
水
が
、
九
州
で

は
初
め
て
の
人
体
解
剖
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
解
剖
記
録
は
公
刊
さ

れ
な
い
ま
ま
長
く
村
上
家
に
埋
も
れ
、
小
川
鼎
三
「
明
治
前
日
本
解

剖
学
史
」
に
は
、
断
片
的
な
記
載
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
先
年
、

大
分
県
中
津
市
に
村
上
医
家
史
料
館
が
開
か
れ
た
が
、
所
蔵
古
文
書

の
中
に
、
玄
水
自
筆
の
解
剖
記
録
の
草
稿
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
の
正
本
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
昭
和
十
一
年
十
一
月

発
行
の
中
外
医
事
新
報
に
は
、
日
本
医
史
学
会
例
会
で
、
横
山
健
堂

が
村
上
玄
水
に
つ
い
て
講
演
し
、
解
剖
記
録
と
図
二
葉
を
供
覧
し
た

こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
文
政
二
年
村
上
玄
水
解
臓

記
」
の
正
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
幸
い
、
横
山
健
堂
・
富
士
川

一
般
口
演

「
文
政
二
年
村
上
玄
水
解
臓
記
」

に
つ
い
て

森

博

勝
・
藤
浪
剛
一
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
写
本
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
特

に
富
士
川
本
は
極
め
て
忠
実
に
写
し
と
ら
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
玄
水
草
稿
で
は
解
剖
図
が
下
絵
の
ま
ま
で
彩
色
さ
れ

て
い
な
い
が
、
富
士
川
・
藤
浪
の
両
写
本
で
は
着
色
さ
れ
て
い
る
。

な
お
横
山
本
は
図
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
草
稿
と
写
本
と
の
発
見

に
よ
っ
て
、
玄
水
の
解
剖
記
録
の
復
元
が
可
能
と
な
っ
た
。
当
日
の

模
様
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

文
政
二
年
三
月
七
日
、
二
十
一
、
二
歳
の
男
性
が
刑
に
処
せ
ら

れ
、
屍
体
が
村
上
玄
水
に
下
賜
さ
れ
た
。
藩
で
は
、
刑
場
に
小
屋
を

設
け
て
雨
に
備
え
、
周
囲
に
垣
を
め
ぐ
ら
す
な
ど
し
て
援
助
し
て
い

る
。
春
暖
の
た
め
腐
敗
す
る
こ
と
を
避
け
、
解
剖
は
早
朝
か
ら
始
め

夕
刻
に
終
わ
っ
て
い
る
。
医
師
五
十
余
名
が
立
ち
会
っ
て
い
る
・
玄

水
は
、
解
剖
に
あ
た
っ
て
は
乳
廩
管
を
観
察
し
た
い
と
念
じ
て
い
た

が
、
脂
肪
が
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
解
剖
図
を
二
葉
に

と
ど
め
た
の
は
、
宇
田
川
榛
斎
「
医
範
提
綱
」
の
銅
版
付
図
が
精
巧

で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
写
生
を
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
判
断
し
た
た

め
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
画
工
が
解
剖
図
を
完
成
さ
せ
な
い
ま
ま
に

死
去
し
た
た
め
、
助
手
が
写
し
と
っ
て
彩
色
し
た
。

関
係
資
料
に
若
干
の
説
明
を
加
え
た
い
。
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○
中
津
藩
大
分
県
中
津
市
。
福
沢
諭
吉
の
出
身
藩
で
あ
る
。

藩
主
は
奥
平
氏
。
三
代
昌
鹿
は
蘭
学
を
好
み
、
前
野
良
沢
を
召
し
抱

え
、
こ
れ
を
長
崎
に
遊
学
さ
せ
る
な
ど
、
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
。
五
代
昌
高
も
洋
風
趣
味
に
徹
し
、
中
津
辞
書
の
刊
行
、
玄
水
の

解
臓
な
ど
を
援
け
た
。
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
江
戸
参
府
に
同
行
し
、

シ
ー
ポ
ル
ト
に
藺
語
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
と
伝
え
る
。

○
村
上
玄
水
家
は
代
々
、
藩
の
典
医
で
、
文
化
八
年
、
父
の

後
を
継
い
だ
。
文
政
二
年
、
解
臓
を
行
な
い
、
そ
の
記
録
「
解
臓

記
」
の
完
成
に
約
九
年
を
要
し
て
い
る
。
文
政
十
三
年
、
宇
田
川
榛

斎
に
解
臓
記
を
献
呈
し
た
模
様
で
あ
る
が
、
両
者
の
会
見
は
実
現
を

み
な
か
っ
た
。
天
保
十
四
年
、
六
十
一
歳
で
死
去
。

○
「
解
臓
記
」
草
稿
隷
耆
体
で
書
か
れ
た
約
三
千
八
百
字
の

漢
文
。
罫
紙
十
五
丁
。
標
題
は
「
解
臓
記
井
道
原
」
と
な
っ
て
い

る
。
全
体
に
朱
で
添
削
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
帆
足
万
里
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
解
臓
文
・
解
臓
記
・
自
序
・
付
録
道
原
な
ど
か
ら

成
り
、
解
臓
文
は
祭
屍
の
文
で
死
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
も
の
、
解
臓

記
が
解
剖
記
録
で
、
手
順
と
簡
単
な
所
見
を
記
し
、
自
序
は
西
洋
医

学
の
進
歩
を
た
た
え
、
付
録
道
原
は
医
の
原
理
を
説
い
た
も
の
。
な

お
村
上
医
家
史
料
館
に
は
、
帆
足
万
里
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
序
文
や
宇

田
川
榛
斎
あ
て
書
簡
の
下
書
き
な
ど
も
残
っ
て
い
る
。

○
中
外
医
事
新
報
第
一
二
三
六
号
横
山
健
堂
の
講
演
と
し
て

「
数
に
供
覧
す
る
の
が
、
そ
の
解
剖
記
録
で
あ
っ
て
、
挿
図
二
葉
、

訳
語
は
医
学
提
綱
付
図
に
則
っ
て
い
る
」
旨
の
記
載
が
あ
る
。

○
明
治
前
日
本
解
剖
学
史
玄
水
の
解
剖
に
つ
い
て
は
、
寛
政

初
年
の
項
に
「
村
上
玄
水
が
中
津
の
長
浜
に
て
解
剖
し
た
（
片
山
東

離
の
画
、
帆
足
万
里
序
の
解
剖
図
説
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
筆
者
は
そ
の

図
を
瞥
見
し
た
の
み
で
未
だ
詳
細
を
し
ら
べ
得
な
い
）
」
と
、
ま
た
文
政
二

年
の
項
に
て
村
上
玄
水
、
福
岡
に
於
て
解
剖
を
行
う
」
と
あ
る
。
寛

政
初
年
、
お
よ
び
福
岡
に
於
て
は
、
文
政
二
年
、
中
津
が
正
し
い
。

こ
こ
に
「
解
剖
図
説
」
が
登
場
す
る
が
、
玄
水
の
解
臓
記
の
正
文
が

図
説
と
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
他
に
資
料
が
な
く
不

明
で
あ
る
・

○
三
つ
の
写
本
写
本
は
い
ず
れ
も
、
玄
水
草
稿
の
朱
に
よ
る

添
削
文
を
写
し
て
お
り
、
作
成
は
昭
和
十
一
年
以
降
と
考
え
た
い
。

１
、
旧
富
士
川
本
Ⅱ
冊
子
型
、
十
八
字
詰
め
十
一
行
、
二
十
四
。
ヘ

ー
ジ
。
彩
色
図
あ
り
。
脱
落
な
し
。
慶
応
大
学
古
医
書
セ
ン
タ
ー

蔵
。

２
、
旧
藤
浪
本
Ⅱ
巻
子
型
、
一
行
十
八
字
詰
め
二
百
三
十
四
行
。
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彩
色
図
あ
り
。
二
カ
所
に
脱
文
が
認
め
ら
れ
る
。
武
田
科
学
振
興
財

団
蔵
。３

、
旧
横
山
本
長
府
毛
利
編
纂
所
原
稿
用
紙
を
使
用
。
二
十
字

詰
め
二
十
行
、
十
二
枚
。
図
な
し
。
脱
落
や
や
多
し
・
東
京
都
立
中

央
図
書
館
蔵
。

（
財
京
都
工
場
保
健
会
）

一
九
八
四
年
八
月
末
、
演
者
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
大
学
の
図
書
館
に
お
い
て
］
．
シ
、
悶
巨
冒
巨
叩
著
少
目
さ
目
印
、
‐

胃
弓
号
⑦
扁
冒
（
一
七
四
五
）
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
が
、
写
真
撮

影
、
複
写
は
厳
禁
で
あ
っ
た
。
同
書
の
一
七
三
二
年
版
を
持
ち
合
わ

せ
て
お
ら
ず
、
両
者
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

本
書
の
扉
。
ヘ
ー
ジ
に
は
次
頁
の
よ
う
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
同
書
の
一
七
三
二
年
版
（
大
烏
蘭
三
郎
所
蔵
）
の
そ
れ
と
比
較
し

た
。

単
語
の
配
列
に
一
部
変
化
が
み
ら
れ
、
出
版
地
及
び
出
版
社
名
が

異
な
っ
て
い
る
。

記
憶
を
た
ど
り
つ
つ
図
譜
の
み
を
○
ご
号
凰
冒
昌
侭
①
弓
四
画
①
ロ

（
一
七
三
四
）
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
た
。
○
昌
一
①
①
鼻
寓
目
侭
①
弓
四
‐

国
①
目
（
一
七
三
四
）
は
、
現
在
わ
が
国
に
四
種
類
が
現
存
し
、
扉
。
へ

ク
ル
ム
ス
著
『
解
剖
学
表
』
一
七
四
五

の
図
に
つ
い
て

酒

井

|亘
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